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不
破 
修 

（オ
ス
プ
レ
イ
い
や
だ
！
あ
き
る
野

＆
日
の
出
市
民
上
映
会
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                  

      

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
が

住
宅
地
上
空
を 

 

・
米
海
兵
隊
オ
ス
プ
レ
イ
Ⅿ

Ⅴ
２
２ 

が
墜
落
３
人
死
亡

（
８
月
２
８
日
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
） 

・
自
衛
隊
ｖ
２
２
が
ギ
ア
ボ

ッ
ク
ス
破
損
で
緊
急
着
陸
（
８

月
３
１
日
清
水
浜
空
港
） 

・
Ｍ
Ｖ
２
２
が
連
続
し
て
緊

急
着
陸
（
９
月
１
４
日
奄 

美
・
新
石
垣
空
港
・
１
６
日 

           

            

大
分
空
港
・
２
１
日
奄
美
空
港
） 

そ
れ
で
も
、
あ
き
る
野
上
空

で
は
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ

が
夜
中
ま
で
旋
回
飛
行
を
続

け
て
い
る
。
Ｃ
１
３
０
Ｊ
ス
ー

パ
ー
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
輸
送

機
の
飛
行
も
酷
い
。 

 

住
民
（
１
３
団
体
・
個
人
）

が
、
市
に
２
度
に
わ
た
っ
て
要

請
行
動
を
行
っ
た
。
「
あ
き
る

野
市
上
空
で
の
オ
ス
プ
レ
イ

の
訓
練
飛
行
の
中
止
を
」
と
。

よ
う
や
く
９
月
２
９
日
に
担

当
課
か
ら
、
北
関
東
防
衛
局
に

「
口
頭
要
請
」
し
た
と
の
連
絡

が
入
っ
た
。
内
容
は
、
原
因
究

明
・
再
発
防
止
、
安
全
確
保
の

徹
底
を
求
め
る
な
ど
と
述
べ

る
に
止
ま
っ
て
い
る
。 

「
当
市
に
は
、
か
ね
て
よ
り
、

市
民
か
ら
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
に
関
す
る
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
令
和
５
年
度
に

入
り
、
そ
の
回
数
が
増
え
、
頻

度
も
増
し
て
お
り
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
行
に
よ
る
市
民
生
活

へ
の
影
響
が
増
大
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
」
と
、
冒
頭

に
記
し
て
い
る
。 

生
命
・
住
環
境
を
護
る

の
は
自
治
体
の
責
務 

２
０
２
１
年
、
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
降
下
訓
練
が
始
ま
り
市
上

空
で
の
飛
行
が
激
化
し
た
。
以

来
、
あ
き
る
野
９
条
の
会
を
中

心
に
、
こ
と
あ
る
度
に
要
請
し
、

情
報
共
有
し
、
話
し
あ
い
を
も

ち
、
担
当
部
課
と
の
共
通
理
解

が
深
ま
っ
て
き
た
。 

 

し
か
し
、
中
嶋
市
長
は
、
市

民
の
声
を
聞
く
姿
勢
を
も
た

ず
、
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
反

対
」
の
立
場
を
捨
て
よ
う
と
し

て
い
る
。
前
市
長
は
、
市
民
連

合
と
政
策
協
定
を
結
ん
で
当

選
し
た
が
（
８
８
票
差
）、
政
策

実
現
し
、
合
意
を
拡
げ
、
見
届

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
の
損
失
は
大
き
い
。 

 

「
外
交
と
防
衛
は
国
の
専
管

事
項
」
と
言
い
訳
す
る
首
長
が

い
る
。
と
ん
で
も
な
い
、「
地
方

公
共
団
体
は
、
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
」
こ
と
が
基
本
で

あ
る
（
地
方
自
治
法
）。
住
民
の

安
全
、
健
康
、
防
災
、
公
害
の

防
止
等
が
当
然
含
ま
れ
る
。 

神
戸
市
は
核
兵
器
搭
載
艦

船
の
入
港
を
拒
否
し
て
い
る
。

ま
た
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締

結
に
も
、
非
核
首
長
会
議
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
平
和

の
た
め
に
自
治
体
が
で
き
る

こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
は
多
い
。 

 
 

         

（
２
面
下
段
に
つ
づ
く
） 

地
域
か
ら
、
「
オ
ス
プ
レ

イ
い
や
だ
！
」の
声
を 
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横
田
基
地
公

害
訴
訟
第
一

回
弁
論 

山
口
俊
樹 

（横
田
基
地
公
害
訴
訟
弁
護
団
） 

        

２
０
２
３
年
８
月
２
１
日

午
後
２
時
か
ら
、
東
京
地
裁
立

川
支
部
１
０
１
号
法
廷
に
て
、

第
１
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

原
告
や
支
援
団
体
の
方
々

が
集
ま
り
、
１
０
１
号
法
廷
の

約
１
０
０
席
の
傍
聴
席
が
一

杯
に
な
り
、
傍
聴
席
に
入
れ
な

い
人
も
出
る
ほ
ど
で
し
た
。 

口
頭
弁
論
期
日
で
は
、
訴
状
、

答
弁
書
の
陳
述
の
後
、
原
告
団 

                

か
ら
原
告
３
名
、
弁
護
団
か
ら

代
理
人
弁
護
士
２
名
、
全
国
基

地
訴
訟
弁
護
団
か
ら
応
援
弁

護
士
２
名
の
合
計
７
名
が
意

見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。 

意
見
陳
述
を
行
っ
た
福
本

道
夫
原
告
団
長
は
、
大
阪
空
港

公
害
裁
判
の
「
夜
間
飛
行
差
止

高
裁
判
決
」
が
最
高
裁
元
長
官

の
介
入
に
よ
っ
て
最
高
裁
で

覆
さ
れ
た
（
１
９
８
１
年
１
２

月
）
こ
と
を
暴
露
し
た
「（
元
最

高
裁
判
事
）
団
藤
重
光
ノ
ー
ト
」

（
今
年
４
月
報
道
）
を
取
り
上

げ
、
司
法
の
公
正
さ
を
裁
判
所

に
強
く
求
め
ま
し
た
。 

自
宅
上
空
が
オ
ス
プ
レ
イ

の
訓
練
飛
行
区
域
と
な
っ
て

い
る
瑞
穂
町
の
原
告
は
、
轟
音

が
日
常
化
し
て
い
る
爆
音
被

害
の
み
な
ら
ず
「
旧
満
州
で
、

旧
ソ
連
軍
機
が
機
銃
掃
射
し

な
が
ら
急
降
下
し
て
く
る
中

を
必
死
で
避
難
し
た
幼
児
期

の
体
験
」
を
語
り
、
ト
ラ
ウ
マ

が
よ
み
が
え
る
不
安
を
切
実

に
証
言
し
ま
し
た
。 

自
宅
上
空
で
Ⅽ
１
３
０
な

ど
の
低
空
飛
行
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
る
あ
き
る
野
市
の
原

告
は
、
共
感
を
寄
せ
て
き
た
元

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
の
飯
田
進
さ
ん

や
元
「
慰
安
婦
」
の
宋
神
道
（
ソ

ン
・
シ
ン
ド
）
さ
ん
に
も
触
れ
、

「
窓
ガ
ラ
ス
を
揺
さ
ぶ
る
連

日
の
爆
音
を
看
過
す
る
こ
と

は
、
再
び
戦
争
に
加
担
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
初
め

て
原
告
と
な
っ
た
」
と
語
り
ま

し
た
。 

第
１
回
口
頭
弁
論
の
後
、
９

月
６
日
、
４
６
名
の
追
加
原
告

の
提
訴
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
原
告
は
総
勢
２
８
２
名
と

な
り
ま
し
た
。 

次
回
期
日
は
、
２
０
２
３
年 

１
１
月
６
日
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
被
告
国
が
答
弁
書
で
、

飛
行
差
止
め
と
将
来
請
求
の

却
下
を
求
め
た
こ
と
に
反
論

を
行
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
訴
訟

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
長

い
訴
訟
と
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
一
つ
一
つ
前
に
進
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

                 

（
１
面
の
つ
づ
き
） 

横
田
基
地
の
７
つ
の
害
悪 

 

「
オ
ス
プ
レ
イ
い
や
だ
！
あ

き
る
野
＆
日
の
出
市
民
上
映

会
」
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
配
備

さ
れ
た
２
０
１
８
年
１
０
月

に
生
ま
れ
た
。
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
だ
が
、
５
３
回
の
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
と
交
流
の
会
」
を
各
所
で

開
き
、
延
べ
１
２
０
０
人
が
参

加
し
た
。「
騙
さ
れ
な
い
、
馴
ら

さ
れ
な
い
、
あ
き
ら
め
な
い
、

声
を
上
げ
る
」
と
、
じ
み
～
に

続
け
て
い
る
。 

 

そ
の
中
で
、
横
田
基
地
に
は

７
つ
の
害
悪
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
①
騒
音
②
墜
落
・
落

下
物
③
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
な
ど
有
害

物
質
・
危
険
物
④
犯
罪
・
コ
ロ

ナ
・
交
通
事
故
⑤
攻
撃
の
標
的
。

そ
し
て
⑥
基
地
交
付
金
な
ど

へ
の
依
存
体
質
。
な
に
よ
り
も

⑦
戦
争
を
準
備
遂
行
し
、
謀
略

の
起
点
と
な
る
こ
と
。
そ
れ
は
、

憲
法
前
文
に
も
明
記
さ
れ
た

平
和
的
生
存
権
を
侵
害
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
オ
ス
プ
レ
イ

い
や
だ
！
と
言
い
続
け
る
こ

と
は
、
憲
法
を
実
現
す
る
営
み

だ
と
思
う
。 
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Ⅿ
Ｖ
２
２
米
ネ
バ
ダ

で
ク
ラ
ス
Ａ
事
故 

米
西
部
ネ
バ
ダ
州
で
１
０
月

２
４
日
（
日
本
時
間
２
５
日
）、

米
海
兵
隊
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
２
２

オ
ス
プ
レ
イ
が
ハ
ー
ド
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
激
し
い
衝
撃
を
伴

う
着
陸
）
し
、
乗
員
１
人
が
負

傷
す
る
重
大
事
故
（
ク
ラ
ス
Ａ
）

が
起
き
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
海
兵
隊
は
、
所
属

機
の
墜
落
事
故
が
相
次
い
だ

こ
と
を
受
け
、
９
月
中
旬
に
全

航
空
機
を
２
日
間
飛
行
停
止

し
、
安
全
を
確
認
し
た
ば
か
り

で
し
た
。 

南
西
諸
島
で
日
米

大
規
模
訓
練 

 

１
０
月
１
４
日
～
３
１
日

に
か
け
て
南
西
諸
島
に
お
い

て
陸
上
自
衛
隊
と
米
海
兵
隊

に
よ
る
共
同
訓
練
「
レ
ゾ
リ
ュ

ー
ト
ド
ラ
ゴ
ン
２
３
」
が
、
自 

   

衛
隊
員
５
０
０
０
人
、
米
海
兵 

隊
１
４
０
０
人
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
対
中
国
を
想

定
し
た
最
大
規
模
の
訓
練
で
、

東
・
南
シ
ナ
海
で
離
島
を
奪
還

し
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
と
「
遠
征

前
線
基
地
作
戦
」
具
体
化
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
訓

練
で
は
、
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
が

住
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

石
垣
島
に
初
飛
来
し
ま
し
た
。 

             

                             

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
侵
攻

を
や
め
直
ち
に
人
道
的
休

戦
を 

 

パ
レ
ス
チ
ナ
の
武
装
勢
力
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
双
方
の

武
力
衝
突
に
よ
り
、
ガ
ザ
地
域
２
２
０
万
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ

人
が
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
被
害
を
被
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
地
上
侵
攻
が
激
化
し
、
双
方
の
死
者
が
１
万

人
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
子
ど
も
の
死
者
も
３
千
人
に

上
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
援
助
物
資
も

十
分
行
き
届
か
ず
、
電
力
供
給
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
な
ら
、
歴
史
上
未
曽
有
の
大
量
虐

殺
が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
殺
戮
を
直
ち

に
中
止
さ
せ
る
た
め
、
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
人
道
的

休
戦
を
求
め
る
国
連
決
議
」
履
行
を
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ハ
マ
ス

双
方
に
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
に
対
し
て
、「
国
連
決
議
」
履
行
、
即

時
停
戦
を
求
め
る
抗
議
文
送
付
を
よ
び
か
け
ま
す
。 

〈
抗
議
先
〉 

駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館 

特
命
全
権
大
使 

ギ
ラ
ッ
ド
・コ
ー
ヘ
ン
様 

〒
１
０
２―

０
０
８
４ 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
３
番
地 

F
A

X
:

０
３―

３
２
６
４―

０
７
９
１ 

 

横
田
基
地
関
連
情
報 

 ―お詫びー 

前号の 69号で、小林緑さんの「ポ

リーヌとマーガレット」のタイトル

が「有名だけど無名の女たち」とな
っていましたが、“有名”ではなく
“有能”の間違いでした。訂正して
お詫びします。 

原稿を募集しています。基地問題や平和の問題、日頃

思っていることなどをお寄せ下さい。テーマは問いませ

ん。手紙、FAX、メールいずれの方法でも結構です。 

〒190－0033立川市一番町 6－17－1－20－305 

横田基地問題を考える会（佐々木方） 

TEL・FAX： 042－531－4471 

メール：snmty.s@beach.ocn.ne.jp 
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永
川
勝
則 

 

（
第
３
次
新
横
田
基
地
公
害

訴
訟
原
告
団
） 

      

 

９
月
１
４
日
、
東
京
地
裁
立

川
支
部
に
お
い
て
、
第
３
回
口

頭
弁
論
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
裁
判
長
が
交
代
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
「
弁
論
の
更

新
」
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
２
回
の
口
頭
弁
論

の
結
果
と
内
容
に
つ
い
て
裁

判
長
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
弁
護
士
よ
り
陳
述
し
ま 

      

し
た
。 

今
回
の
手
続
き
に
お
い
て
、

第
１
陣
・
２
陣
・
３
陣
・
４
陣

の
原
告
が
併
合
し
て
審
理
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
原
告

数
は
１
４
７
２
名
で
す
。
原
告

を
代
表
し
て
私
が
意
見
陳
述

を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
内
容
は
、
私
自
身
が
受 

け
た
こ
れ
ま
で
の
騒
音
被
害

の
実
態
を
リ
ア
ル
に
説
明
し
、

厳
し
く
被
告
国
と
米
国
を
糾

弾
し
ま
し
た
。
真
夜
中
や
早
朝

の
飛
行
で
目
が
覚
ま
さ
れ
、
ゆ

っ
く
り
休
ん
で
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
い
つ
オ
ス
プ
レ
イ
が
墜
落

す
る
や
も
し
れ
な
い
と
不
安

に
駆
り
立
て
ら
れ
ま
す
。
テ
レ

ビ
の
音
は
か
き
消
さ
れ
、
家
族

の
会
話
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。 

               

こ
う
し
た
被
害
は
、
す
べ
て
の 

原
告
が
受
け
て
い
る
共
通
の

問
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
裁
判

で
、
裁
判
所
は
国
の
騒
音
対
策

の
無
策
、
被
害
放
置
を
厳
し
く

批
判
し
て
い
ま
す
。
国
と
米
国

は
裁
判
所
の
指
摘
を
真
摯
に

受
け
止
め
て
対
処
す
べ
き
と

訴
え
ま
し
た
。 

 

続
い
て
準
備
書
面
に
つ
い

て
の
陳
述
を
２
名
の
弁
護
士

が
行
い
ま
し
た
。
こ
の
裁
判
の

最
大
の
課
題
で
あ
る
オ
ス
プ

レ
イ
の
飛
行
差
し
止
め
に
つ

い
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
特
徴
に

つ
い
て
説
明
。
欠
陥
だ
ら
け
で
、

墜
落
を
繰
り
返
し
、
騒
音
を
ま

き
散
ら
し
、
特
に
低
周
波
音
は

我
慢
で
き
な
い
異
常
な
騒
音

で
す
。
こ
う
し
た
欠
陥
機
を
横

田
区
域
で
飛
ば
す
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
直
ち
に
飛
行
停

止
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

国
の
準
備
書
面
の
反
論
と

し
て
、
求
釈
明
申
立
書
を
提
出
。

米
軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
、
損

害
賠
償
に
つ
い
て
、
国
は
破
綻

し
た
こ
れ
ま
で
の
裁
判
で
の

主
張
を
繰
り
返
す
の
み
で
、
新

鮮
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
飛
行
差

し
止
め
に
つ
い
て
権
限
は
米

軍
に
属
す
る
と
主
張
し
て
い

ま
す
。
国
内
法
を
遵
守
す
べ
き

で
す
。
国
会
答
弁
と
矛
盾
し
て

い
ま
す
。
騒
音
問
題
も
国
は
受

忍
限
度
内
で
我
慢
す
べ
き
と

主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
裁
判
で
の
受
忍
限
度
を
超

え
て
い
る
と
い
う
裁
判
所
の

決
定
を
無
視
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
損
害
賠
償
額
を
減
額
す
べ

き
と
も
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
国
の
主
張
を
厳
し
く

糾
弾
し
再
び
こ
う
し
た
裁
判

を
繰
り
返
す
こ
と
の
内
容
将

来
請
求
を
求
め
て
い
ま
す
。
次

回
の
口
頭
弁
論
は
１
２
月
７

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

                

静
か
な
空
を
求
め
て 

第
３
次
新
横
田
基
地
公
害

訴
訟
第
３
回
弁
論 

CV オスプレイ夜間ホバリング訓練 
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私
が
今
回
参
加
し
た
の
は
、

今
ま
で
教
科
書
で
し
か
学
ん

だ
こ
と
が
な
か
っ
た
長
崎
と

原
爆
に
つ
い
て
、
実
際
に 

見

て
学
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た

た
め
で
あ
っ
た
。
長
崎
を
実
際

に
歩
い
て
多
く
を
感
じ
、
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
画
期
的 

な

経
験
と
な
っ
た
。 

世
界
大
会

で
は
、
自
ら
の
経
験
か
ら
核
廃

絶
を
語
る
人
た
ち
に
出
会
っ

た
。
日
本
か
ら
は
学
生
か
ら
憲

法
学
者
ま
で
、
さ
ら
に
活
動
し

て
い
る
国
や
地
域
、
年
齢
、
社

会
的
立
場
が
全
く
異
な
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
平
和
の
た
め

に
一 

致
で
き
る
こ
と
を
知
っ

た
。 特

に
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
に
つ
い
て
平
和
と 

         

関
連
づ
け
て
語
っ
た
学
生
の 

言
葉
に
、
私
は
共
感
を
寄
せ
た

い
。
仲
間
と
舞
台
に
立
っ
た
代

表
の
学
生
が
「
声
を
あ
げ
て
い

こ
う
」「
こ
の
活
動
が 

で
き
て

い
る
の
は
、
先
人
た
ち
の
活
動

や
、
大
多
数
の
平
和
を
望
む
市

民
が
い
た
か
ら
」
と
語
っ
た
時
、

率
直
に
、
と
て
も
大
事
な
考
え

方
だ
と
思
っ
た
。 

軍
拡
、
人
権
を
無
視
す
る
よ

う
な
法
案
が
正
当
化
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
情
勢
に 

も
か

か
わ
ら
ず
原
水
禁
世
界
大
会

を
開
催
で
き
た
の
も
、
長
崎
の

市
民
が
経
験
を
語
り
継
い
で

き
た
か
ら
で
は
な
い 

だ
ろ
う

か
。
異
な
る
国
や
地
域
で
同
じ

よ
う
に
核
廃
絶
を
望
む
市
民

の
連
帯
が
あ
っ
た
か
ら
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う 

か
。
声
を

あ
げ
る
人
に
、
資
格
や
年
齢
、

巧
拙
は
関
係
な
い
。
海
外
や
他

の
地
域
か
ら
来
て
い
た
日
本

の
代
表
団 

の
よ
う
に
、
長
崎

に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
一
緒
に

立
ち
上
が
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
あ
る
。
平
和
を
維
持
で
き

る
の
は 

武
力
で
は
な
く
、
こ

う
し
て
語
っ
て
き
た
市
民
の

力
だ
と
わ
か
っ
た
。 

長
崎
の
平
和
公
園
近
く
に
、

長
崎
で
被
爆
し
た
放
射
線
医

師
で
あ
り
信
仰
者
、
２
人
の
子

ど
も
の
親
で
も
あ
る
、
永 

井

隆
を
記
念
し
た
施
設
が
あ
る
。

晩
年
に
永
井
が
過
ご
し
た
２

畳
ほ
ど
の
建
物
「
如
己
堂
」
に
、

資
料
館
が
隣
接
し
て 

い
る
。

科
学
と
信
仰
は
一
見
相
容
れ

な
い
も
の
だ
が
、
永
井
の
著
作

を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
れ
が
全

く
矛
盾
し
な
い
。 

原
水
禁
大

会
終
了
後
は
永
井
隆
の
著
作

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
こ
の

た
び
の
長
崎
で
得
た
大
き
な

成
果
と
な
っ
た
。
永
井
が
過
ご

し
た
「
如
己
堂
」
は
聖
書
の
「
己

の
如
く
隣
人
を
愛
せ
よ
」
と
い

う
一
節
が
も
と
に
な
っ
て
い

る
。
原
水 

禁
大
会
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
代
表
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
受
け
た
被
害
を
ロ
シ
ア
に

も
受
け
て
も
ら
い
た
い
と
は

思
わ
な
い
」 

「
対
話
に
よ
る

w
in

-w
in

の
成
果
で
な
け
れ

ば
勝
利
と
は
い
え
な
い
」
と
述

べ
て
い
た
よ
う
に
、
隣
人
を
敵 

              と
み
な
さ
ず
、
自
己
も
他
者
も

対
等
な
も
の
と
し
て
尊
重
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
「
対
話
に
よ

る
平
和
」 

は
難
し
い
が
、
身
近

な
同
世
代
の
思
い
に
共
感
を

寄
せ
た
い
。
永
井
の
よ
う
に
愛

を
も
っ
て
、
隣
人
の
た
め
に
行

動 

す
る
人
で
あ
り
た
い
。 

     

原水爆禁止２０２３
世界大会に参加して 

佐藤 久華 
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基
地
を 

語
り
継
ぐ 

「
基
地
の
子
」
か
ら 

光
文

社
刊 

１
９
５
３
年 

清
水

幾
太
郎
編 

 
 「

井
戸
の
爆
発
」 

東
京
都
立
川
市 

柴
崎
小
学
校
６
年 

 

一
月
十
三
日
午
後
三
時
ご

ろ
で
す
。
学
校
に
い
る
と
き
、

ド
カ
ン
と
爆
弾
で
も
落
ち
た

よ
う
な
音
が
し
ま
し
た
。
む
こ

う
に
も
く
も
く
と
、
黒
い
煙
が

あ
が
り
ま
し
た
。
い
や
だ
な
あ

と
思
っ
て
、
お
友
だ
ち
と
い
っ

し
ょ
に
、
学
校
の
門
を
出
ま
し

た
。
家
の
そ
ば
ま
で
く
る
と
、

姉
さ
ん
が
ま
っ
さ
お
な
顔
を

し
て
、「
静
ち
ゃ
ん
早
く
早
く
。

お
父
ち
ゃ
ん
が
、
お
と
う
ち
ゃ

ん
が
！
」
と
い
っ
て
泣
き
な
が

ら
か
け
て
き
ま
し
た
。
お
父
ち

ゃ
ん
が
お
お
や
け
ど
を
し
て
、

死
に
そ
う
だ
と
い
う
の
で
す
。 

 

そ
の
日
は
、
お
父
ち
ゃ
ん
は
、

富
士
見
町
の
阿
部
さ
ん
と
い

う
家
へ
、
井
戸
を
掘
り
に
お
母

ち
ゃ
ん
と
働
き
に
行
き
ま
し

た
。
お
父
ち
ゃ
ん
が
井
戸
の
中

へ
入
っ
て
、
お
母
ち
ゃ
ん
が
上

で
か
た
づ
け
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
辺
の
井
戸
の
水
に
は
、

ガ
ソ
リ
ン
が
混
じ
っ
て
い
る

の
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
。
お
父
ち
ゃ
ん

も
、
き
っ
と
気
を
つ
け
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
お

父
ち
ゃ
ん
の
つ
る
は
し
が
、
小

石
に
当
た
っ
て
、
火
花
が
と
ん

だ
の
で
す
。
そ
れ
が
、
ガ
ソ
リ

ン
が
し
み
こ
ん
で
い
た
土
に

あ
た
っ
て
、
爆
発
し
た
の
で
す
。

井
戸
の
中
に
火
が
つ
き
、
お
父

ち
ゃ
ん
は
逃
げ
出
そ
う
と
し

ま
し
た
が
、
井
戸
は
深
い
の
で
、

急
に
上
が
れ
ま
せ
ん
。 

 

お
母
ち
ゃ
ん
は
、
音
を
聞
い

て
か
け
つ
け
て
来
た
近
所
の

人
に
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、

や
っ
と
お
父
ち
ゃ
ん
を
引
き

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
お
父

ち
ゃ
ん
は
も
う
全
身
大
や
け

ど
し
て
い
ま
し
た
。 

 

私
が
姉
ち
ゃ
ん
と
、
川
野
病

院
へ
行
っ
た
と
き
、
お
父
ち
ゃ

ん
は
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足

の
先
ま
で
、
包
帯
で
巻
い
て
い

て
、
目
と
口
と
鼻
だ
け
出
し
て

い
ま
し
た
。
お
父
ち
ゃ
ん
は
ウ

ー
ン
、
ウ
ー
ン
と
う
な
る
だ
け

で
何
も
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
眠
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
苦
し
が

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
と
う
と

う
、
二
十
二
日
に
死
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。 

 

私
は
お
父
ち
ゃ
ん
を
思
い 

出
す
と
、
悲
し
く
て
悲
し
く
て 

               

し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
ガ
ソ
リ
ン
が
に
く
ら
し
く

な
り
ま
す
。
ど
う
し
て
ガ
ソ
リ 

ン
が
井
戸
の
水
に
ま
じ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
町
の
人
た
ち
は
、 

「
飛
行
場
の
せ
い
だ
。
」
と
い

っ
て
い
ま
す
。
立
川
に
飛
行
場

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
で
、
土
の

中
に
ガ
ソ
リ
ン
を
送
る
管
が

あ
る
の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
が
流
れ

て
、
土
の
中
に
し
み
こ
む
ん
だ 

と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
井

戸
の
水
に
ま
じ
る
そ
う
で
す
。 

              

 

私
の
家
は
、
お
母
ち
ゃ
ん
と 

姉
ち
ゃ
ん
と
妹
と
、
七
つ
に
な 

る
弟
が
い
ま
す
。
六
畳
ひ
と
間

だ
け
で
す
が
、
お
父
ち
ゃ
ん
が

い
る
と
き
は
、
毎
日
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
過
ぎ

た
こ
と
は
あ
き
ら
め
て
い
ま

す
。
私
は
、
も
う
こ
ん
な
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
一
日

も
早
く
、
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
な

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 

     

絵
手
紙 

 
 
 

 

 
吉
住
タ
ミ
子
さ
ん 

土
舘
恵
子
さ
ん 




